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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月18日(2017.7.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　特に、本発明の電動式パワーステアリング装置の場合、前記先端側軸受は、前記ウォー
ム軸の外周面のうち、前記ウォーム歯よりも先端側部分に外嵌支持されている。
　前記付勢手段は、軸受ホルダと、支持部材と、付勢部材とを備えている。
　このうちの軸受ホルダは、その外周面と前記ハウジングの内周面との間に隙間を設けた
状態で、前記先端側軸受の外周面に外嵌されている。
　前記支持部材は、前記付勢手段を前記ハウジングに対して支持する為のものであり、前
記ウォーム軸の長さ方向に関して、前記軸受ホルダよりも前記電動モータと反対側部分に
配置された状態で、前記ハウジングに支持されている。
　前記付勢部材は、その両端部を前記支持部材と前記軸受ホルダとに結合した状態（一方
の端部をこの支持部材に、他方の端部をこの軸受ホルダに、それぞれ結合した状態）で、
前記先端側軸受を前記ウォームホイールに向け、自身の弾力に基づいて付勢している。
　又、前記先端側軸受の付勢方向に関する前記付勢部材の断面係数が、この先端側軸受の
付勢方向及び前記ウォーム軸の軸方向に対してそれぞれ直角な方向に関する断面係数より
も小さくなる状態で設けられている。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上述の様な本発明を実施する場合に好ましくは、請求項２に記載した発明の様に、前記
付勢部材を、前記ウォームホイールと前記ウォーム歯との噛み合い方向よりも、このウォ
ームホイール（前記ステアリングホイール）を両方向に回転した場合にこのウォームホイ
ールと前記ウォーム歯との噛合部から前記ウォーム軸に加わる噛み合い反力の、このウォ
ーム軸と直交する仮想平面内に於ける分力（図１０の矢印ハ及び矢印ニで示した分力Ｆ´
、Ｆ´）のベクトルのうち、このベクトルの大きさが小さいベクトル（図１０の場合では
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、矢印ハで示した分力Ｆ´のベクトル）側に傾いた方向に関して、前記先端側軸受を前記
ウォームホイールに向け、自身の弾力に基づいて付勢するものとする事ができる。
　この様な請求項２に記載した発明を実施する場合、更に好ましくは請求項３に記載した
発明の様に、前記付勢部材を、前記ウォームホイールが一方に回転した場合にこのウォー
ムホイールと前記ウォーム歯との噛合部から前記ウォーム軸に加わる噛み合い反力のうち
、このウォーム軸と直交する仮想平面内に於ける分力（図１０の矢印ハと矢印二とのうち
の一方の矢印で示した分力Ｆ´）のベクトルと、同じく他方に回転した場合に前記噛合部
から前記ウォーム軸に加わる噛み合い反力のうち、このウォーム軸と直交する仮想平面内
に於ける分力（図１０の矢印ハと矢印二とのうちの他方の矢印で示した分力Ｆ´）のベク
トルとの二等分線の方向に関して、前記先端側軸受を前記ウォームホイールに向け、自身
の弾力に基づいて付勢するものとする事ができる。
　上述の様な本発明を実施する場合には、付加的に、請求項４に記載した発明の様に、前
記付勢部材を、前記先端側軸受の付勢方向に関する断面係数が、最も小さくなる状態で配
置する事ができる。
　又、上述の様な本発明を実施する場合には、付加的に、請求項５に記載した発明の様に
、前記付勢部材を、前記先端側軸受の付勢方向及び前記ウォーム軸の軸方向に対してそれ
ぞれ直角な方向に関する断面係数が、最も大きくなる状態で配置する事もできる。
　又、上述の様な本発明を実施する場合には、付加的に、請求項６に記載した発明の様に
、前記ウォーム軸に、前記ウォームホイールと前記ウォーム歯との噛合部から噛み合い反
力が加わった場合に、前記先端側軸受又は前記軸受ホルダが、前記ハウジングの内周面と
当接する事により、それ以上のこの先端側軸受の変位を規制する様に構成する事ができる
。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　上述の様に構成する本発明の電動式パワーステアリング装置の場合には、付勢手段を構
成する弾性部材が、先端側軸受を前記ウォームホイールに向け、自身の弾力に基づいて付
勢している。又、前記弾性部材を、この弾性部材による前記先端側軸受の付勢方向に関す
る断面係数が、この先端側軸受の付勢方向及び前記ウォーム軸の軸方向に対してそれぞれ
直角な方向に関する断面係数よりも小さくなる状態で設けている。この為、前記ウォーム
ホイールの回転方向に拘わらず、前記噛合部から前記ウォーム軸に加わる反力に対して、
前記弾性部材を前記先端側軸受の付勢方向に弾性変形させ易くできる。この結果、前記噛
合部に生じる衝撃力を緩和して、当該部分に於ける異音の発生を、より効果的に抑える事
ができる。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　又、本発明の場合、前記弾性部材の、前記先端側軸受の付勢方向及び前記ウォーム軸の
軸方向に対してそれぞれ直角な方向に関する断面係数を、この先端側軸受の付勢方向に関
する断面係数よりも大きくしている。この為、前記弾性部材を、この先端側軸受の付勢方
向及び前記ウォーム軸の軸方向に対してそれぞれ直角な方向に対して弾性変形し難くする
事ができる。この結果、前記噛合部で、前記ウォーム歯が前記ウォームホイールに対して
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、前記先端側軸受の付勢方向及び前記ウォーム軸の軸方向に対してそれぞれ直角な方向に
変位する事を防止して、前記噛合部での歯打ち音の発生を防止できる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　このハウジングに対し回転自在に設けられて、ステアリングホイールの操作により回転
させられる操舵用回転軸と、
　前記ハウジングの内側で、この操舵用回転軸に対して同心に支持された、この操舵用回
転軸と共に回転するウォームホイールと、
　軸方向中間部にウォーム歯を有し、このウォーム歯を前記ウォームホイールに噛合させ
たウォーム軸と、
　このウォーム軸の基端部を前記ハウジングに対し回転自在に支持する基端側軸受と、
　このウォーム軸の先端部を前記ハウジングに対し回転自在に支持する先端側軸受と、
　このウォーム軸の基端部にその出力軸の先端部を回転力の伝達を可能に係合させた電動
モータと、
　前記ウォーム軸を揺動させる事により、前記ウォーム歯を前記ウォームホイールに向け
て付勢する付勢手段と、
　を備えた電動式パワーステアリング装置であって、
　前記先端側軸受は、前記ウォーム軸の外周面のうち、前記ウォーム歯よりも先端側部分
に外嵌支持されており、
　前記付勢手段は、軸受ホルダと、支持部材と、付勢部材とを備え、
　このうちの軸受ホルダは、その外周面と前記ハウジングの内周面との間に隙間を設けた
状態で、前記先端側軸受の外周面に外嵌されており、
　前記支持部材は、前記付勢手段を前記ハウジングに対して支持する為のものであり、前
記ウォーム軸の長さ方向に関して、前記軸受ホルダよりも前記電動モータと反対側部分に
配置された状態で、前記ハウジングに支持されており、
　前記付勢部材は、その両端部を前記支持部材と前記軸受ホルダとに結合した状態で、前
記先端側軸受を前記ウォームホイールに向け、自身の弾力に基づいて付勢しており、
　前記先端側軸受の付勢方向に関する前記付勢部材の断面係数が、この先端側軸受の付勢
方向及び前記ウォーム軸の軸方向に対してそれぞれ直角な方向に関する断面係数よりも小
さくなる状態で設けられている事を特徴とする電動式パワーステアリング装置。
 
【請求項２】
　前記付勢部材は、前記ウォームホイールと前記ウォーム歯との噛み合い方向よりも、こ
のウォームホイールを両方向に回転した場合にこのウォームホイールと前記ウォーム歯と
の噛合部から前記ウォーム軸に加わる噛み合い反力の、このウォーム軸と直交する仮想平
面内に於ける分力のベクトルのうち、このベクトルの大きさが小さいベクトル側に傾いた
方向に関して、前記先端側軸受を前記ウォームホイールに向け、自身の弾力に基づいて付
勢する、請求項１に記載した電動式パワーステアリング装置。
【請求項３】
　前記付勢部材は、前記ウォームホイールが一方に回転した場合にこのウォームホイール
と前記ウォーム歯との噛合部から前記ウォーム軸に加わる噛み合い反力のうち、このウォ
ーム軸と直交する仮想平面内に於ける分力のベクトルと、同じく他方に回転した場合に前
記噛合部から前記ウォーム軸に加わる噛み合い反力のうち、このウォーム軸と直交する仮
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想平面内に於ける分力のベクトルとの二等分線の方向に関して、前記先端側軸受を前記ウ
ォームホイールに向け、自身の弾力に基づいて付勢する、請求項２に記載した電動式パワ
ーステアリング装置。
【請求項４】
　前記付勢部材は、前記先端側軸受の付勢方向に関する断面係数が、最も小さくなる状態
で配置されている、請求項１～３のうちの何れか１項に記載した電動式パワーステアリン
グ装置。
【請求項５】
　前記付勢部材は、前記先端側軸受の付勢方向及び前記ウォーム軸の軸方向に対してそれ
ぞれ直角な方向に関する断面係数が、最も大きくなる状態で配置されている、請求項１～
４のうちの何れか１項に記載した電動式パワーステアリング装置。
【請求項６】
　前記ウォーム軸に、前記ウォームホイールと前記ウォーム歯との噛合部から噛み合い反
力が加わった場合に、前記先端側軸受又は前記軸受ホルダが、前記ハウジングの内周面と
当接する事により、それ以上のこの先端側軸受の変位を規制する請求項１～５のうちの何
れか１項に記載した電動式パワーステアリング装置。
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